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強生人は濃来人
松下孝幸

H-llロケット呪万上lプ
柴藤羊二

●弥生人の顔は地域によって違う

紀元前300年から紀元300年ころまでの約 600年間

を弥生（やよい）時代といい，この時代に生きて

いた人を弥生人といいます． この弥生時代から人々
いなさく

は稲作を行い，金属器を使うようになりました ．

ちが

弥生人の顔は，地域によって，違っていること
いせき

が遺跡から出土する人骨からわかっています ． 人
ずがい

骨をどのようにして調べるかというと，頭蓋骨を
ひかく

40か所くらい計測し，それを比較します ．

ん手足の骨も計測します ．

もちろ
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このような研究の結果，①北部九州や山口県西

（おもなが），部地域の弥生人は，顔が長く

が浅く，身長が高い人々でしたが，②西北九州（長

崎県）の弥生人は，顔の高さが低く（丸顔），

が高く，
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ホリの深い容貌をしており，身長は低V

人々でした ． また，③南九州や沖縄などの南西諸
こがら

島の弥生人は小柄で，顔も小さく，頭を上からみ

とらい

て，大陸から弥生文化を日本へ持ってきた渡来人

ではないかと考えられてきました ．

た形が円に近い形をしていました ．

この3 タイプの弥生人のうち，西北九州の弥生
とくちょう じょうもん とくちょう

人の特徴はじつは縄文人の特徴と同じなのです ． めには，

だから，
ところが，北部九州や山口県西部地域

じょうもん とくちょう

の弥生人の顔には縄文人的な特徴がまったく見ら
られます ．

れません．

じょうもん

この弥生人は縄文人の子孫たちだと考え

だから，この人たちは，弥生時代になっ
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①北部九州山口弥生人の人骨②西北九』）+I弥生人の人骨
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●弥生時代に人が大陸から渡ってきた
とらい

しかし，彼らが渡来人であることを証明するた

まず，紀元前300年ころに，大陸にこの北

部九州や山口県西部地域の弥生人と似た人がいる

ことを確かめる必要があります ． 今回中国・山東
とらい

省の人骨の中に，渡来系弥生人と良く似たものが

たくさん存在していました ． これで，大陸から日
わた

本列島に渡ってきた人がいた可能性が一段と強く

なったわけです ．

山東省の人骨の中に，似たものがあるからといっ
わた

山東省だけから渡ってきたとは限りません ．て，
どこからやってきたのか，また，

トでやってきたのかはこれから研究しなくてはな
どのようなルー

りません ．

（土井ヶ浜遺跡・人類学ミュ ージアム館長）

H-IIロケットの 1号機が，今年の2月4 日に直
ねがしま

子島宇宙センタ ー から打ち上げられました ． H-II
は，
ることができます ．

トと肩を並べるものとなりました ．

これまでのH-Iの4倍の人工衛星を打ち上げ
おうしゅう

これで，米国や欧州のロケッ
1号機には，

．

ロケットの性能を確認するための衛星(YEP)
日本の小型シャトル「ホ ープ」の開発に必要なデー

きどうさいと つにゅう

タを得るための軌道再突入実験機「オレックス」
とうさい

が搭載され，それぞれ正確に投入されました ． オ
レックスは地球を1周したあと，小型ロケットを

ふんしや さいとつにゅう

逆噴射し，大気圏に再突入して，太平洋上に着水
しました ．

●開発の歴史
H-IIは，わが国に必要な大型衛星を打ち上げる

ことを目的として，1984年から開発が始められま
した ． 全段を日本だけの技術で開発し，蔽惰、］や米
国のロケットと同じ費用で，
の少ないロケットに仕上げることでした ．

その開発は，第1段の
LE-7エンジン以外は，

すべて順調に進められて

きて，約2年前 に開発が
終了していました． LE-
7 エ ンジン開発の初期に
は，エ ンジンスタートの

ねんしょう しょうそん

時に燃焼室を焼損させた
くどう

り，ポンプ を駆動す る
よ く

ター ビン翼が大きい熱変
化でひび割れるなどの多

くのトラプルが生じた
ねしょう ばくはつ

り，燃焼実験中に爆発事
故が発生したりしまし

と，

しかも打ち上げ失敗

こしょう

た． その後， L E-7 エ ンジンは故障したところの

設計を変えて，必要な確認試験がすべて終了し，H­
Ilの1号機が打ち上げられました ．

●国際的にも活躍が期待
H-Ilは直径4 m,全長50m,発射時の重量は

きどう

260 tあり，静止軌道に約2 t,宇宙基地には10
t'月や火星にも2~3 tの荷物を運ぶことがで

きます． H-IIの2号機では，

術試験衛星(ETS- 6),その後，ひまわり5号と
宇宙実験観測フリ ー フライヤ ー(SFU),地球観測
衛星(ADEOS),通信放送技術衛星などを打ち上げ
る予定です． H-IIは，衛星打ち上げだけでなく，
宇宙基地への補給，月周回探査機・月着陸船や本

わくせい

格的な惑星探査機の打ち上げにも利用されますし，
もちろん，ホ ープの打ち上げもできます．H-IIは
日本の宇宙開発だけでなく国際的にも員蔽でき，

かつやく

その活躍が期待されています ．

（宇宙開発事業団

2 t級静止衛星の技

宇宙輸送システム本部）

2月4日朝種子島宇宙センタ ー から打ち上げられた
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